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砂丘地、の生産カ増進に関する研究

（第3報）

十川

砂土におけ・る固形肥料申のアンモニヤ

態窒素の溶出について

博⑧小柴‘尚博 （土壌肥料学研究室）

　　　H1rosh1SOGAWA　and　Naohiro　KOSHIBA
Stud・ies　on　the平ncrease　of　Productivity　of　the　Sandhin・

　　（3）On　the　so1ubi1ity　of　NH3－N　component　of　so1id

　　ferti1izer　aaded　to　the　sand　soi1．　一

　　　　　　　緒　　　言

　第2報に於ける，麦についての各種窒素質肥料の圃場

試験のうち，粒状固形肥料区の生育不良の原因は，’その

含有肥料成分の溶出の難易に関係あるものと考え，主に

アンモニヤ態窒素の溶出の有様について調べたので報告

する。

　　　　　　案験の繕果と考察

　／．供試材料一粒状固形肥料（直径0．5cm内外のも

ので／個の重量0．2～／．09）として，日本肥糧KK製rち

から1号」。固形肥料（豆炭大にして1個の重量約／59）と

して，目本肥糧KK製「山／号」を使用した。それらの

　　第1表　　固形肥料中の成分（％）

1全窒素

ちから1号

山　1号

6，5／

6．99

水瀞畦

窒素
全麟1全離1置鷲弩

6，／7

6．6／

2，52

2．63

4，33

4．53

43，6

38．8

炭素，窒素，置換容量等を示せば，第／表の通りである。

　2．固形肥料が砂土申で，そのNH3・Nを溶出する割

合に？いて，一一／00㏄のビーカーに砂土（第1報と同じ

もの，粘土含量4．5％）と固形肥料を混入し，灌水量を

、種々に変えて毎日灌水し，／日目，5日目等の試料をとり

出して、残留しているNH3羽をしらべた。この緕果は

第2表の通りである。NH3・Nの溶出量はrちから1号」

の小粒では，2．51mm。の灌水で5Q％，これを5目間繰返す

とア5ラ6，叉／5m血の灌水では90％g多きに達してい弔。

　「ちから／号」の大粒及びr山1号」でも，「ちから／号」

の小粒に比し相対的に低い値を示すのみで，かなりの溶

出量が見られる。即ち，通常考えられる以上に溶出し易

いことがうかがえる。叉，砂土と固形肥料の水分の配分

状態を見ると，何れの灌水量でも固形肥料の方が水分を

かなり多く吸収保拷している。従つて固形肥料中の水溶

性成分は溶出し易い状態におかれていると云える。

第2表 灌水量と固形肥料申のNHポNの溶串割含

I塞形種肥纂灌水皇絡）賢鮒こ固鴇騒kて鳩） 溶出割合 固形肥料中の砂土申の水分
（％） 水分（乾物％）　　（乾土％）

2．5 2991．0 ／49．2 50．0 ／2．7 ／、8

rちから1号」
※ 2．5（×5） 〃 72．8 ア5．ア 27．3 5．2

申の小粒 ／5．0 〃 32．4 89．2 30．7 19．8

2．5（×4）十／5．0 〃
／7．／ 94．3 36．8 20．5

「ちから1号」 2．5’
〃 200．7 33．／

一 一
※

申の大粒
15．0 〃 64．2 78．5 目 一
2．5（x4）十／5．0 〃 46．4 84．5 一 ｝
2．5（×4） ／039．0 588．3 43．4 25．0 5．／

．r山　／　号」
2．5（x／0） ／140．0 448．5 56．9 25．0

／5．O＋2．5（×3） 99／．O ／82．3 81．6 46．ア 20．0
2．5（×9）十／0．0　　皿　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　■

978．0 295．0 69．8 一 】
　※　　「ちから1号』の小粒一直径4舳仰以下のもの，犬粒一直径10榊捌以上のもの

　　　灌水量2．5（×5）とは2．5舳卿の灌水を5日間繰返すことを意味する。

，；、お、、．、　灌水処理終了后3目間室温に放置したため低い値を示した。
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　3．次にNH3・Nの溶出の有様を3水のみで一定時間

宛繰返し浸出1して見ると，第3表の如く，／回目の溶出量

が大きく，2回目からは激滅し，以乍漸滅していく。／回

目の溶出量が大きいのは・固形肥

料の表敵硫安の微細な結晶が析第3表浸串回数と

　　　　　　　　　　　　　　　固形肥料申のNH3・N
出しているためであろう。／0回の
　　　　　　　　　　　　　　　の溶出割合（／回の浸
浸出にも・固形肥料は原形を傑つ　出時間20分，ちから

ているが，NH3収の残存量は約　1号随用）

7％にすぎない。叉／0回浸出后の

固形肥料の内部を見ると（20倍に　　　　　　　（％）

拡大～かなりporOusになつてい一

る。これは浸出前のものでは内部

に硫安等の緕晶が点在しているの

が見られるので，これらの溶出の

跡と思われる。かくporousにな

るこ．とは水の浸入を容易にし，水

溶性或分の溶出を促すであろうら

以上から固形肥料申のNH3・Nは

可成り溶出し易いことがうかがえ

る。

　4、次にかく溶出したNH3－N

の溶脱について述べる、先づ圃場　※浸出時間が約1時間位
　　　　　　　　　　　　　　　　　に長延いたため相対的
容水量の水分状態の砂土をポット　　に高い値を示した。

につめ，表面にNH4C1を散布し毎

浸出回数
溶出割合

（％）

／ 38．30

2 9．％

3 8．37

4 6．44
’5 5．ア○

6 4．93

ア 7．05※

8
6．88※

9 3．58
／0 ／．47

残留物 7．23

計 ／00．00

日灌水して8目后の各層別のNH3・Nをしらべ㍍輝水

量は，当山陰地方では冬期／2月～／月は殆ど毎日／～3

㎜mの降雨，数日置きに／0～20mmの降雨があるので，

それを模して毎日25mm一の灌水区，途申／剛5mmの灌

水区，途中3回／5mmの濯水区の3区とした。緒果は第

／図の通りである。毎日2．5mmの濯水ではNH3・Nの溶

脱は少ないが，／度／5mmの灌水があると著しく下層に

溶脱している。

　　　　　　　　緒　　　　論

　砂丘地砂土に於て，固形肥料を全量元肥とした場合，

幼穂形成期以后生育不良が目立つた。この原因について

含有肥料成分の溶解の難易何れかと考え，主に含有NH3

Nの溶出の有様についてしらべたが通常考えられる以

上に溶出し易いことカぎうかがえた。叉砂土に於ては肥料

成分の溶脱も可成り遠かな’ものと見られる。従つて第2

報の固形肥料区の減収の原因は、全量元肥としに固形肥

料からNH3・Nの溶出と溶脱が可成り遠かに行われ，幼

穂形成期以后肥切れ状態に至つたものと推定される。こ．

のことは砂丘地に於ける固形肥料の使用に当り重要なこ

とである。

S阻醐囎町

　By　the　fert111z1ng　exper1ment　on　the　sand　s011

of　the　sand　h三11，　dressing　granu1ar　ferti1i；er

before　seeding，　it　was　observed－tha午　bar1ey

growth　　became　bad　　since　Yery－young－head

forn11ng　Penod

　It　was　assumed　that仇e　bad　growth　of　bar1ey

depended　　on　　the　so1ub11工ty　of　　the　　nutr1ent

e1ements　m　the　granu1ar　fert111zer　So，　we

carr1ed－out　expe1ment　upon　the　so1ub111ty　of

NH3－N　component　The　co1mponent　was　fa王r1y

so1ub1e　unexpected．1y　and　further　showed　fair

speedy1eaching　in　the　sandosoi1．

　It　was　conc1uded　that　when　granu1ar　fert111zer

w・・d・・…d・・g・・畔・d・fi・i・n・y・f．n・t・i・・t

elements　was　easy　to　occur　smce▽ery－young－head．

form1ng　Per1od－so　that　the　gra1n　y1e1d　decreased－

remarkab1y．

第1図　　灌水量とNH3・Nの溶脱との関廉
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